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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の弊社への影響について 

謹啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、世界的な新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）の拡大を受け、弊社の事業への影響に
ついてご連絡申し上げます。 

現在、弊社では、感染が特に拡大している国（中国、香港、韓国、イラン、イタリア等）に生産工場は
無く、通常通り製品および消耗品の供給を継続しており、弊社社員の感染も確認されておりません。弊社
では感染が特に拡大している国を含む世界中のサプライヤーと協業していますが、大部分では COVID-
19 による供給の遅延は発生しておりません。しかし COVID-19 により困難に見舞われた数少ないサプラ
イヤーには、日々の緊密な連携により弊社へのデリバリーに重点を置くよう協力を頂いております。ま
た、輸送事業者等とは密に連絡を取り、原料ならびに製品の出荷も確保できております。

 急速に感染拡大する COVID-19 が今後どのような状況をもたらすのか予測できかねる状況ですが、弊
社では CDC（アメリカ疫病予防管理センター）やWHO（世界保健機関）などのガイドラインに基づき、
継続的に社内外の対応を調整する緊急対応チームを設置致しました。 
弊社では危機対応として、お客様ならびに弊社社員の安全を確保するため以下の対応を行っております： 
・ 感染が特に拡大している国への渡航制限、また渡航した場合は帰国後 14 日間の自宅隔離
・ 不要不急の顧客訪問の自粛と国内外出張の制限
・ 外部の大規模な会議や展示会への参加見合わせ
・ 社内会議は参加者が 25 人以下のものに制限
・ 時差出勤、在宅勤務の導入
・ 社員ならびに施設での予防衛生の強化
・ 訪問の可否についてご施設への事前確認
・ 訪問時の手指衛生／咳エチケットの徹底

今後も COVID-19 感染拡大に伴うリスクを抑え、製品の安定供給に尽力して参ります。
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